
 

「子どもたちが伝える『羅臼』での学び、『羅臼』の魅力」 

                      羅臼町立知床未来中学校 滝   泰 英 

                             （担当：新 屋 典 正） 

 

１ 本校の ESDの特徴 

本校は、持続可能な社会の実現に向けて、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体

的に判断し、よりよく問題を解決する資質能力を身に付けさせるため、令和３年度のテーマ

を「子どもたちが伝える『羅臼』での学び、『羅臼』の魅力」として、令和元年度に道教委

から指定を受けている「海洋教育パイオニアスクールプログラム」と関連させて取り組んだ。  

特に、羅臼町幼小中高一貫教育推進協議会における、総合学習部会「知床学」を柱に、①

クマ学習・生態系学習、②羅臼町と他地域を比較する学習、③羅臼町ＰＲ活動を実施した。 

 

２ 活動全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 活動事例 

① クマ学習・生態系学習 

知床財団などの協力を得て、ヒグマの生態を

正しく理解するとともに、人間がクマに及ぼす

影響を把握し、遭遇した時の対処法などを学ん

だ。「人とクマが共存する町、羅臼」をデータ

や実体験などから考える体験型の学習である。  

生態系学習では、川や海の周辺に生息する動

植物や海と森をつなぐ知床の豊かな自然の全

体像を学んだ。知床は独特な地形により、下流でも上流域息の貴重な生物が多数存在す

ることや、地域の環境施設を利用しての講義などで学習を深めた。 



 

② 羅臼町と他地域を比較する学習 

羅臼町が持続可能な発展のための地域として、どの

ような行動を行えばよいか調べることを目的として、

同じ知床半島を有する斜里町と、スポーツと海産物を

地域おこしの基軸に据えた北見市常呂町を訪問し、宿

泊研修を行った。他地域と羅臼を比較する学習を通し

て、改めて羅臼の強みを理解するとともに、この良さ

を持続可能なものにするため何ができるかを考えるこ

とができた。なお、本取組は、令和３年１２月４日（土）

に本校で実施した、第１０回羅臼町ユネスコスクール

研究発表会で発表した。 

 

③ 羅臼町ＰＲ活動 

  羅臼町観光パンフレットの配布を通した、『羅臼町Ｐ

Ｒ活動』を実施している。観光パンフレットは、普段の

学習で培った知識・技能をベースに仲間と協働し、考え

を深めながら「知床学（海洋教育）」で取り組んでいる。 

今年度は「日本一の自然」、「日本最後の秘境知床 魚

の城下町」、「ここから始まる感動」など、題された６種

類のパンフレットを仕上げた。また、外国人観光客のた

めに全て英語で記載したパンフレットも作成した。生徒

達はパンフレットの配布を通した羅臼町ＰＲ活動によ

り、地域内外の大人の方々と触れ合い、社会性を高めて

いる。社会と接することで新たな学びが生まれ、自身を

振り返り、見つめなおす絶好の機会となっている。 

 

４ 成果と課題 

① 成果 

  「知床学（海洋教育）」を教育課程に位置付け、生徒に身に付けさせたい資質能力の視

点を「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力、キャリ

アプランニング能力」として、教育課程を編成するとともに、各教科や総合的な学習の時

間、特別活動等と関連させて身に付けた資質能力を様々な場面で効果的に生かせるよう工

夫を行うことができた。 

  また、知床財団や観光協会、漁業協同組合等に協力を仰ぎ、「知床学（海洋教育）」の充

実を図ることができた。 

  さらに、羅臼町幼小中高一貫推進協会では、YouTubeチャンネルを開設し、羅臼町ユネ

スコスクール研究発表会の発表の様子を英語版で掲載し、世界中に発信をしている。 

 

② 課題 

  「海洋教育パイオニアスクール」事業に３年間取り組んできた成果と課題を明らかにし、

学校段階間連携を一層強化することで、「主体性」「自己肯定感」の醸成を目指す必要があ

る。 

  また、次年度（Ｒ４年度）は、羅臼町が事務局となり、海洋教育パイオニアスクールを

継続する予定であり、「知床学（海洋教育）」の充実を一層図る必要がある。 

学校メールアドレス shiretokomiraichu@orange.ocn.ne.jp 


